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特
別
編 

２ 
伊
藤
信
吉
と
「
多
喜
二
奪
還
事
件
」 

 

伊
藤
信
吉
の
「
多
喜
二
奪
還
事
件
」
と
の
関
わ
り
は
、
次
の
回
想
が
有
名
で
あ
る
。 

 

 

  

こ
れ
は
『
回
想
の
上
州
』
（
一
九
七
七
年
）
の
「
青
春
の
起
伏
の
終
焉 

一
九
三
二
・

七
―
一
九
三
六
・
一
一
」
の
「
２
」
の
「
群
馬
県
の
左
翼
運
動
・
そ
の
断
片
」
に
出
て
く

る
。
「
奪
還
事
件
」
で
多
喜
二
を
迎
え
た
小
林
邦
作
と
信
吉
が
ど
う
い
う
知
り
合
い
で
、

ど
ん
な
活
動
を
し
た
の
か
と
い
う
回
想
を
始
め
る
と
こ
ろ
で
、
邦
作
と
「
奪
還
事
件
」
を

紹
介
し
た
後
に
出
て
く
る
。
当
時
中
野
重
治
は
機
関
紙
『
ナ
ッ
プ
』
の
編
集
長
に
就
き
、

編
集
実
務
担
当
の
信
吉
と
は
日
常
的
に
関
わ
り
が
あ
っ
た
。 

 

次
に
、
そ
の
機
関
紙
『
ナ
ッ
プ
』
の
十
月
号
の
編
集
後
記
の
一
部
を
紹
介
し
よ
う
。 

 

 
 
 

 
「
九
月
六
日
の
国
際
青
年
デ
ー
」
に
「
作
家
同
盟
員
の
三
人
が
無
理
由
に
検
束
さ
れ
即

時
戻
っ
て
来
た
」
と
あ
る
が
、
東
京
で
は
文
芸
講
演
会
の
弾
圧
を
読
売
新
聞
、
奪
還
事
件

の
全
体
像
を
東
京
朝
日
新
聞
が
報
道
し
た
。
ど
こ
か
ら
「
ピ
ス
ト
ル
を
集
め
」
る
と
い
う

こ
と
に
通
じ
る
の
か
不
思
議
で
あ
る
。
そ
の
「
ブ
ル
新
聞
」
の
報
道
を
確
認
し
て
み
よ
う
。 

 

 

こ
れ
は
「
東
京
日
々
新
聞
」
一
九
三
一
年
九
月
十
三
日
の
記
事
で
あ
り
、
全
く
事
実

無
根
の
捏
造
さ
れ
た
内
容
だ
が
、
「
奪
還
事
件
の
余
波
」
が
ナ
ッ
プ
に
飛
び
火
し
た
わ
け

で
あ
る
。
次
に
編
集
後
記
は
編
集
長
の
中
野
重
治
が
書
い
た
か
と
思
う
と
違
う
よ
う
だ
。

次
の
資
料
は
、『
中
野
重
治
全
集
・
第
二
七
巻
』
の
「
解
題
」
で
あ
る
。 

 

 

つ
ま
り
、
十
月
号
編
集
後
記
は
伊
藤
信
吉
の
文
と
い
う
結
論
に
な
り
、
「
奪
還
事
件
」

と
の
関
わ
り
が
よ
り
一
層
強
ま
っ
た
。 
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３ 

二
つ
の
「
飴
玉
闘
争
」
と
「
奪
還
事
件
」 

 

多
喜
二
の
「
飴
玉
闘
争
」
は
二
つ
あ
る
と
い
う
の
は
常
識
な
の
だ
ろ
う
か
？
一
つ
は
『
小

林
多
喜
二
全
集
・
第
三
巻
』（
一
九
八
二
年
）
に
あ
り
、
末
尾
に
（
一
九
三
一
・
七
・
四
）

と
あ
る
。
も
う
一
つ
は
『 

同 

全
集
・
第
五
巻
』
の
「
監
房
随
筆
」
の
二
つ
の
エ
ピ
ソ

ー
ド
の
う
ち
の
一
つ
で
、
「
飴
玉
闘
争
」
と
エ
ピ
ソ
ー
ド
名
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
末
尾

に
（
一
九
三
一
・
一
二
・
一
四
）
と
あ
る
。 

こ
の
二
つ
の
「
飴
玉
闘
争
」
は
基
本
的
に
全
く
別
の
作
品
で
あ
る
。
前
者
は
「
俺
」
と

「
暇
が
あ
る
と
ヨ
ク
し
ゃ
べ
り
に
来
る
看
守
」
と
の
会
話
を
軸
に
飴
玉
闘
争
が
展
開
さ
れ

る
。
他
の
同
志
に
効
果
が
波
及
し
た
際
に
も
、
「
俺
」
と
「
看
守
」
の
会
話
が
あ
り
、
そ

の
効
果
を
「
看
守
」
の
口
か
ら
「
み
ん
な
真
似
し
て
」
と
言
わ
せ
て
い
る
。
後
者
は
、
一

貫
し
て
「
私
」
を
軸
に
展
開
す
る
。
日
向
ぼ
っ
こ
の
要
求
を
し
た
と
こ
ろ
で
、
自
ら
の
「
飴

玉
闘
争
」
を
振
り
返
っ
て
お
り
、
こ
こ
の
叙
述
は
前
者
の
も
の
と
大
差
が
な
い
。
他
の
監

房
に
「
効
め
」
（
き
き
め
）
が
波
及
し
、
こ
こ
で
看
守
に
「
共
産
党
に
は
か
な
わ
ん
！
」

と
言
わ
せ
て
い
る
が
、
前
者
の
個
性
を
持
っ
た
看
守
と
違
い
、
一
般
的
な
看
守
で
あ
る
。

次
に
「
私
」
は
朝
鮮
の
同
志
の
い
る
隣
房
へ
移
さ
れ
る
。
こ
こ
で
彼
が
、
「
私
」
の
要
求

と
同
じ
く
、
「
人
間
も
天
日
に
さ
ら
さ
れ
て
く
れ
ん
と
云
っ
て
い
る
」
こ
と
が
わ
か
り
、

「
私
は
思
わ
ず
微
笑
ん
」
で
い
る
。
ま
た
彼
が
「
組
織
的
に
後
を
つ
け
て
く
れ
て
い
る
」

と
、
国
際
連
帯
も
意
識
し
た
、
よ
り
一
層
深
い
波
及
効
果
を
描
い
て
い
る
。 

以
上
の
違
い
に
加
え
、
最
後
を
比
較
す
る
と
さ
ら
に
大
き
く
違
う
。
前
者
は
「
附
記
。

こ
の
小
篇
は
『
独
房
』
の
一
部
で
あ
る
。
」
と
あ
る
が
、
後
者
は
「
見
ろ
！
と
思
っ
た
。

―
―
同
志
と
は
こ
う
い
う
も
ん
だ
！
私
は
床
を
ド
ン
〳
〵
と
踏
み
な
ら
し
て
応
援
し

た
。
」
で
あ
る
。
後
者
の
「
私
は
床
を
ド
ン
〳
〵
と
踏
み
な
ら
し
て
応
援
し
た
。
」
と
い
う

一
節
に
は
、
「
多
喜
二
奪
還
事
件
」
の
際
に
、
留
置
所
の
内
と
外
で
呼
応
し
て
、
激
し
い

抗
議
行
動
を
展
開
し
た
時
の
、
多
喜
二
の
姿
を
彷
彿
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
次
の
二
つ
の

「
飴
玉
闘
争
」
を
読
ん
だ
後
に
、
村
山
知
義
の
多
喜
二
の
回
想
を
読
ん
で
ほ
し
い
。 
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一
九
三
一
年
の
春
か
秋
だ
っ
た
ろ
う
。
左
翼
劇
場
の
芝
居
を
前
橋
、
高
崎
地
方
へ
持
っ
て
い
く
こ
と

に
な
り
、
朝
、
一
同
上
野
駅
か
ら
立
っ
た
。
芝
居
の
幕
開
き
前
に
講
演
す
る
筈
の
多
喜
二
と
中
野
重
治

も
同
行
し
た
。
と
こ
ろ
が
上
野
を
出
て
暫
く
す
る
と
、
或
る
駅
か
ら
主
催
者
の
農
民
組
合
の
人
が
乗
り

込
ん
で
来
て
、
前
橋
の
駅
に
は
警
官
が
出
て
い
て
全
員
逮
捕
す
る
手
筈
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
途
中
で

お
り
て
く
れ
、
と
い
う
。
途
中
の
或
る
駅
で
お
り
て
、
組
合
員
の
可
成
り
大
き
な
農
家
に
行
き
、
仕
方

な
い
か
ら
そ
こ
で
芝
居
を
や
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
組
合
員
を
召
集
し
初
め
た
と
こ
ろ
へ
、
早
く

も
察
知
し
た
警
官
隊
が
襲
っ
て
き
て
、
全
員
つ
か
ま
え
ら
れ
て
し
ま
い
、
劇
団
員
は
そ
の
ま
ま
上
野
へ

追
い
返
さ
れ
た
が
、
小
林
、
中
野
と
私
は
前
橋
に
つ
れ
て
い
か
れ
、
警
察
の
留
置
場
へ
ほ
う
り
込
ま
れ

た
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
地
下
室
に
、
丸
太
で
囲
ん
だ
、
猿
の
檻
の
よ
う
な
所
だ
。
既
に
夕
方
で
あ
る
。

多
喜
二
は
一
刻
も
黙
っ
て
い
な
い
。 

「
署
長
を
出
せ
！
何
で
俺
た
ち
を
こ
ん
な
所
に
入
れ
た
？
」 

「
署
長
は
も
う
官
舎
へ
帰
っ
た
。」
と
巡
査
が
い
う
。 

「
そ
れ
な
ら
官
舎
へ
行
っ
て
連
れ
て
来
い
。
そ
ん
な
無
責
任
な
こ
と
が
あ
る
か
？
」 

と
、
多
喜
二
は
丸
太
を
叩
き
、
床
を
踏
み
鳴
ら
し
、
あ
ば
れ
る
。
中
野
と
私
も
や
る
が
、
到
底
多
喜

二
に
は
及
ば
な
い
。
と
う
と
う
、
一
時
間
あ
ま
り
で
、
巡
査
も
持
て
あ
ま
し
て
、
署
長
に
相
談
し
て
、

私
た
ち
を
釈
放
し
て
し
ま
っ
た
。 

＊
村
山
知
義
「
多
喜
二
の
思
い
出
」
か
ら
（
「
東
京
芸
術
座
公
演
パ
ン
フ
」
所
収
、
一
九
六
八
年
） 

  

こ
の
「
多
喜
二
は
丸
太
を
叩
き
、
床
を
踏
み
鳴
ら
し
、
あ
ば
れ
る
」
と
「
私
は
床
を
ド

ン
〳
〵
と
踏
み
な
ら
し
て
応
援
し
た
。
」
は
実
に
似
て
お
り
、
同
じ
体
験
を
基
礎
に
し
た

可
能
性
を
与
え
る
。
「
一
時
間
」
は
「
一
晩
」
と
受
け
取
っ
て
ほ
し
い
。
多
喜
二
た
ち
は
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民
衆
側
と
官
憲
側
の
交
渉
は
知
ら
な
か
っ
た
可
能
姓
は
あ
る
だ
ろ
う
。
次
に
、
同
じ
場
面

を
菊
池
（
小
林
邦
作
）
の
文
章
で
見
て
み
よ
う
。 

 

そ
の
頃
か
ら
、
伊
勢
崎
署
の
周
辺
は
だ
ん
だ
ん
騒
し
く
な
っ
て
き
た
の
が
、
留
貴
所
の
中
か
ら
も
感

ぜ
ら
れ
た
。
留
置
さ
れ
て
い
る
方
も
、
そ
れ
に
勢
い
ず
い
て
、
足
を
バ
タ
バ
タ
し
て
床
を
踏
み
鳴
ら
し

た
り
、『
早
く
出
せ
！
』
『
演
説
会
を
潰
す
つ
も
り
か
？
』
な
ど
と
怒
鳴
っ
た
り
し
た
。 

 

私
は
演
説
会
が
ど
う
な
っ
た
か
、
心
配
で
な
ら
な
か
っ
た
。 

 

そ
れ
か
ら
ど
の
位
の
時
間
が
す
ぎ
た
ろ
う
か
、
外
は
す
っ
か
り
暗
く
な
っ
た
よ
う
で
、
夜
の
闇
が
深

ま
る
に
従
っ
て
外
の
様
子
は
、
い
よ
い
よ
た
だ
な
ら
ぬ
気
配
が
感
じ
ら
れ
た
。
押
し
よ
せ
た
群
集
は
数

百
人
少
く
と
も
三
、
四
百
人
は
下
ら
な
い
と
想
像
さ
れ
る
大
衆
の
ざ
わ
め
き
、
怒
号
、
喚
声
が
聞
え
た
、

そ
の
声
は
段
々
留
置
所
に
近
ず
い
て
く
る
よ
う
に
感
ぜ
ら
れ
た
。
誰
が
指
揮
を
と
っ
て
い
る
の
か
、
相

当
の
圧
力
を
警
察
当
局
に
か
け
て
い
る
こ
と
は
、
た
し
か
で
あ
る
。
留
置
場
の
入
口
に
は
、
一
人
の
番

人
が
、
内
か
ら
鍵
を
か
け
、
椅
子
に
腰
を
か
け
て
い
る
の
が
、
私
の
房
か
ら
見
え
た
。
何
か
心
な
し
沈

痛
の
面
持
ち
の
よ
う
に
見
え
る
。
外
に
警
官
の
姿
は
見
え
な
か
っ
た
。 

 

そ
の
う
ち
、
外
か
ら
よ
く
揃
っ
た
革
命
歌
の
合
唱
の
声
が
響
い
て
き
た
。
こ
れ
を
う
け
て
留
置
所
の

中
か
ら
も
、
期
せ
ず
し
て
、
外
の
声
に
合
せ
て
革
命
歌
を
唱
い
出
し
だ
。
私
も
、
唱
っ
た
。
他
の
房
か

ら
も
力
強
い
革
命
歌
が
漏
れ
た
。
こ
ん
な
こ
と
は
、
か
っ
て
私
の
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
こ
と
で
あ
る
。

留
置
所
の
中
で
革
命
歌
を
唱
う
。
し
か
も
大
衆
と
共
に
！
私
は
、
こ
れ
だ
け
で
感
激
に
身
が
ふ
る
え
る

の
を
覚
え
た
。
外
の
声
は
Ｉ
・
Ｗ
・
Ｗ
の
歌
に
移
っ
た
。
モ
チ
ロ
ン
、
留
置
所
も
こ
れ
に
呼
応
し
た
。

し
か
し
私
は
感
激
の
あ
ま
り
、
そ
の
第
一
節
す
ら
、
満
足
に
唱
い
切
れ
な
か
っ
た
。 

＊
菊
池
（
小
林
）
邦
作
「
伊
勢
崎
署
占
領
事
件
」
か
ら
（
随
筆
『
柿
』
所
収
、
一
九
六
七
年
） 

  

菊
池
（
小
林
）
邦
作
も
「
足
を
バ
タ
バ
タ
し
て
床
を
踏
み
鳴
ら
し
た
り
」
と
同
じ
抗
議

行
動
を
記
し
て
い
る
。
彼
は
独
房
に
入
れ
ら
れ
、
多
喜
二
た
ち
は
「
保
護
室
」
に
入
っ
た

そ
う
だ
が
、
廊
下
を
挟
ん
で
向
か
い
合
い
で
あ
っ
た
。
留
置
所
内
外
で
革
命
歌
を
歌
っ
た

な
ら
、
多
喜
二
た
ち
も
歌
っ
た
に
違
い
な
い
。
検
束
さ
れ
た
も
の
と
救
出
し
よ
う
と
す
る

も
の
の
一
体
感
、
そ
の
体
験
を
同
志
達
の
連
帯
と
し
て
、
よ
り
鮮
明
に
描
き
直
し
た
の
が

「
監
房
随
筆
」
に
お
け
る
「
飴
玉
闘
争
」
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。 

【
あ
と
が
き
】
昨
年
の
『
伊
勢
崎
署
占
拠
・
多
喜
二
奪
還
事
件
資
料
集
』
よ
り
一
年
。
改
訂

版
と
し
て
「
『
多
喜
二
奪
還
事
件
』
の
記
録
・
回
想
・
講
演
集
」
を
「『
多
喜
二
奪
還
事
件
』

資
料
集
Ⅰ
」
と
し
て
出
す
予
定
で
し
た
が
、「
『
多
喜
二
奪
還
事
件
』
資
料
集
Ⅱ
」
の
本
書
が

先
に
成
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

故
菊
池
敏
清
氏
の
次
女
の
石
田
京
子
さ
ん
、
自
伝
『
挑
戦
の
人
生
』
を
出
さ
れ
た
小
野
寺

慶
吾
氏
は
、
ご
逝
去
な
さ
れ
、
本
書
を
渡
せ
ず
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
お
悔
や
み
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
、
お
二
人
に
本
書
を
捧
げ
ま
す
。 

 

多
く
の
方
々
に
ア
ド
バ
イ
ス
や
ご
教
示
を
受
け
ま
し
た
。
本
当
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

土
屋
文
明
記
念
文
学
館
館
長
岡
田
芳
保
様
、
主
幹
唐
澤
龍
三
様
、
主
幹
小
林
澄
子
様 

元
白
樺
文
学
館
・
多
喜
二
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
佐
藤
三
郎
様
、
愛
敬
浩
一
様
、
群
馬
県
文
化
財
研

究
会
会
長
桑
原
稔
様
、
熊
倉
浩
靖
様
、
岩
根
承
成
様
、
一
倉
喜
好
様
、
石
原
征
明
様
、
菊
池

正
様
、
小
林
進
様
、
小
林
悟
様
、
平
山
知
子
様
、
菊
池
兵
吾
様
、
宮
沢
規
子
様
、
菊
池
利
根

子
様
、
早
瀬
演
様
、
細
井
寿
男
様
、
相
川
之
英
様
、
前
沢
哲
也
様
、
児
島
学
様
、
藤
田
廣
登

様
、
蛎
崎
澄
子
様
、
長
久
理
嗣
様
、
長
澤
初
江
様
、
滝
川
哲
雄
様
、
石
川
繁
生
様
、
丸
一
酒

店
様
、
原
秀
三
郎
先
生
、
市
原
壽
文
先
生
、
伊
勢
崎
・
多
喜
二
祭
実
行
委
員
会
の
皆
様 

伊
勢
崎
市
、
群
馬
県
、
上
毛
新
聞
社
、
群
馬
県
立
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